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市民協働シンポジウム

筑波大学 佐藤翔哉

筑波大学内の新たな共創拠点の実装
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自己紹介

佐藤翔哉 / Shoya SATO
物理学位プログラム修士課程２年 愛知県出身

氏名・所属

◼ 筑波大学未来社会デザイン棟企画運営委員会 委員
◼ 筑波大学未来社会デザイン棟事業推進チーム長

大学での経歴

主な活動

◼ 筑波大学の学生自治会をはじめ、複数の学生組織のとりまとめを担当。
◼ 筑波大学をフィールドに、学生に向けた複数の事業立案と組織立ち上げを行っています。
◼ 現在は、学生が視座を広げ様々な才能を咲かせるための拠点づくり目標に、筑波大学の新しい
施設の運営に携わっています。
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筑波大学内の活動

2026/2/16

筑波大学内での行われている様々な活動

未来社会デザイン棟事業

アントレプレナーシップ

学生代表組織

◼ Covid-19活動規制対応
◼ 学生要望常設調査窓口
◼ 学則改定

◼ 次世代起業家育成のための講
座を開設。

◼ ここから学生起業へつながる
例も。

◼ 交流拠点から発展して、社会と
大学をつなぐ学生活動の拠点づ
くりを開始。

◼ 大学のスポーツ担当の部局
で学生とスポーツのあり方
を検討。

◼ 学生と教職員が合同で課題に
取り組む仕組みを確立。

学生×スポーツ

つくばアクションプロジェクト

◼ 学生の「やってみたい」を応援。
◼ 学生の持ち込む企画に対し、支援や

外部団体との接続を行う。
◼ 独創的な企画からボランティアまで、

幅広く学生は活動。

つくば市の社会に還元したい
学生の活動をもっと外へ
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筑波大学内の活動

2026/2/16

T-ACT(つくばアクションプロジェクト）

T-ACT
つくば
アクション
プロジェクト
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筑波大学内の活動
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大学×スポーツ

子供向けの
スポーツイベント

筑波大学
ホームゲーム
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筑波大学内の活動
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アントレプレナーシップ

アントレプレナーシップ
起業家育成
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筑波大学内の活動

2026/2/16

サークル・課外活動

300もの
団体が活動



9

筑波大学内の活動
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課題意識

活動が学外に
知られていない？

学内への活動の流入
が少ない？

活動同士の交流がない？

学内での外部団体連携
が少ない？

対外的な課題

内部的な課題

折角の研究学園都市
なのに・・・
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課題意識
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閉塞的・一度きりの文化

外の社会や次につながらない…

軽音楽
サークル

身内だけで楽しめれ
ばいいかな。。。

企画
サークル

外部
団体

また、
できるといいね！

企画者・参加者
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課題意識
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障壁となる様々な事柄

新しいことしたいな！

やってみたいことがあるんだ！

色々な人と出会いたい！

コミュニティの孤立

発想や交流の障壁…

気、気が重いかも
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課題意識
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広がらない活動たち

活動が中々広がらない….。

企画ができても泡のように個別に消滅していってしまう。

もったいない！
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課題意識
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目指したい姿

自分もやってみようかな
これ参加してみたい！

一緒に何かできるかも！

こんな考え方あったんだ！
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課題意識
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課題を乗り越えるために

人が出会い、様々な企画や活動が重なり合う拠点が必要！

集まる

見る・演じる

つながる
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１つの屋根の下で、集い、交差し、創造する循環システムを完結させる機構が
必要！

課題意識課題を乗り越えるために

ワンルーフの下でのコミュニティエコシステム
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課題解決の取り組み

2026/2/16

課題解決のための２つの事業

学生交流スペース「ARATA」の実験設置

未来社会デザイン棟の運用に向けて（現在）

１

２
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学生の交流拠点をつくることで、新しい出会い、新しい発想を並走してつくり
あげました。

課題解決の取り組み

2026/2/16

学生交流スペース「ARATA」

学生交流スペース「ARATA」の実験設置

◼ 活動期間

◼ 活動内容

 学内に学生と学外の方々が企画を通じ
て交流できる場所をつくる。

 企画を行いたい団体を誘致。企画団体
と併走し、手続き・広報の支援を行う。

 企画実施日に運営をサポート。

 2025年6月～9月（4か月間）
 使用されていない食堂施設を拠点。
 T-ACTの制度を利用。
 Instagram: @arata_tsukuba
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学生の交流拠点をつくることで、新しい出会い、新しい発想を並走してつくり
あげました。

課題解決の取り組み

2026/2/16

学生交流スペース「ARATA」

実際に作成した広報物や利用説明書
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課題解決の取り組み
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学生交流スペース「ARATA」

ボドゲ大会

→

大学院交流

学術情報交換会
←

学生の課題意識や、やってみたいことを、企画として実現！

プレゼン大会↓
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課題解決の取りくみ
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課題解決のための２つの事業

学生交流スペース「ARATA」の実験設置

未来社会デザイン棟の運用に向けて（現在）

１

２



21

課題解決の取り組み
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未来社会デザイン棟を拠点とした街づくり

学生が主体となって、

大学とともに運用設計と運営を行う、新たな取り組みです。

未来社会デザイン棟

• 学生の人材育成の場

• 多様な人との交流の場

• 若い学生の活動を発信する場
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未来社会デザイン棟の実装により、学生が主体で大学外の様々なステークホル
ダーとともに社会創造を行います。

課題解決の取り組み未来社会デザイン棟を拠点とした街づくり

筑波大生の活動を中心に、さまざまな人々が関わり、
学生の発想・理想を発出する未来社会創造拠点へ
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未来社会デザイン棟の実装により、学生が主体で大学外の様々なステークホル
ダーとともに社会創造を行います。

課題解決の取り組み未来社会デザイン棟を拠点とした街づくり

ワンルーフの下の
接続された空間設計

多彩な用途の
大階段



2026/2/16 24



2026/2/16 25

１F



2026/2/16 26



2026/2/16 27

２F



28

未来社会デザイン棟の実装により、学生が主体で大学外の様々なステークホル
ダーとともに社会創造を行います。

課題解決の取り組み未来社会デザイン棟を拠点とした街づくり

施設内容

 学生が学生同士、地域の方々、企業の
方々と交流可能な広いスペースやワーク
スペースを配置。

 企業・法人用のシェアオフィスを整備。

学生と市民・企業の垣根を超えた
コミュニティハブ拠点に
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未来社会デザイン棟の実装により、学生が主体で大学外の様々なステークホル
ダーとともに社会創造を行います。

課題解決の取り組み未来社会デザイン棟を拠点とした街づくり

未来社会デザイン棟の展望

2026/2/16

毎日のセミナー
発表会

学生カフェ

分野横断的な交流

学生-企業
団体の繋がり

事業
立ち上げ

思考発散

学生の
活動発表

月１バザー・お祭り
週１イベント

地域参画

休日マーケット

主体性
文化の発信

社会性
価値共有 ペデストリアンデッキ

からのアクセス

つくば駅

学外・つくば市
での活動へ

Spin Out!

大学生×子ども
のワークショップ

交流・実践の創造拠点
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未来社会デザイン棟をつくば市のみなさまにご利用いただき、事業活性を促し
ていきたいと考えています。

おわりに市民の皆さまへ

一般の方のご利用あっての施設です！

施設の貸し切りなどは有料となります。

企画への参画や実施が可能です。
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未来社会デザイン棟をつくば市のみなさまにご利用いただき、事業活性を促し
ていきたいと考えています。

おわりに市民の皆さまへ

◼市民・団体のみなさまへ

まだ利用方法は調整中ですので、私とご連絡を交換
 してください！

「大学内で利用できる施設ができる」と周りの方に
      お伝えください！

用意でき次第、ご案内差し上げます！

 学生とともにつくば市の未来を創り上げていく施設
      です。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31

